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県
民
一
丸
で
つ
か
ん
だ
怠
願
の
男
女
総
合
優
腸

~e火は県内6箇所で採火された後、 約
3，500人の県民の皆さんの手でリレー
された

選手宣誓をする
佐々木麗奈選手

2000年とやま同体ときらりん

ぴっく富山は、多くの感動と思

い出を残して、このたび無事幕

を閉じました。

県民の皆さんには、ボランテ

イアや式典演技への参加、 民泊

の受入れ、美化運動の推進、温かい応援など、県

民総参加でご尽力をいただき ましたが、 心から感

謝申しあげます。

大会では、全国の精鋭が熱戦を展開し、県民の

皆さんにさわやかな感動と勇気を与えました。特

に、本県選手団はめざましい活躍をし、国体では

念願の男女総合優勝(天皇杯)と女子総合優勝(皇

后杯)の栄冠を獲得することができました。選手 ・

役員の皆さんのすばらしい健闘に大きな拍手を送

ります。また、大変ご尽力いただきました競技同

体、市町村、企業、学校など多くの関係の皆様に

心からおネLを申しあげます。

新世紀への懸け橋となる2000年国体を契機とし

て、富山県が21世紀において、明るく元気に大飛

躍を遂げ、しあわせに生きる福祉社会が実現しま

すよう願ってやみません。

県民の皆さんに重ねて心からお礼申しあげます。

本当にありがとうございました。

基包
5至a-mT 

中富山県知事

2000年とやま国備の鶴信戚繍

女ミ子総合成績(皇后杯)

位富山県 1，440点

位東京都 980.5点

位大阪府 959.5点

佼 '&fllJ!'il 3，388.5点

位東京都 2，124.5点

位大阪府 1，800.5点

男女総合成績(天皇杯)

式典演技では子どもたちなどによる躍動感あふれる色鮮やかな演
技が披露された

陸上競技総合優勝したバスケットボール総合優勝したバレーボール総合優勝したバドミントンラグビーフットボール

サッカー弓道

{
2
0
0
0
と
や
ま
国
体
〕

-
今
年
二
月
の
「
冬
季
大
必
至
、
九
月
の

「
夏
季
大
会
」
に
続
き
、
十
月
十
四
日

か
ら
十
九
日
ま
で
の
六
日
間
、
第
五
十

五
回
国
民
体
育
大
会
「
2
0
0
0年
と

や
ま
国
体
」
秋
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
-
十
四
日
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お

迎
え
し
て
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
全

国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
二
万
人
の
選

手
・
監
督
・
役
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

式
典
演
技
出
演
者
や
観
客
な
ど
と
あ

わ
せ
五
万
人
を
超
え
る
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
な
ど
約
九
千
人

に
よ
る
躍
動
感
の
あ
る
色
鮮
や
か
な
演

技
が
披
露
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
夢
あ
ふ
れ
る

ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
0

・
翌
十
五
日
か
ら
は
、
三
十
一
競
技

で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
過
去
最

大
規
模
の
八
百
七
十
六
人
で
挑
ん
だ

本
県
選
手
団
も
大
活
躍
。
二
百
三
の

入
賞
、
十
四
の
競
技
で
総
合
優
勝
を
果

た
す
な
ど
多
く
の
好
成
績
を
収
め
、
男

女
総
合
成
績
・
女
子
総
合
成
績
と
も
一

位
に
輝
き
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
、

本
県
と
し
て
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
-
県
民
の
皆
さ
ん
も
、
準
備
段
階
か

ら
地
域
ぐ
る
み
で
国
体
に
参
加
。
約

八
千
八
百
人
の
選
手
・
監
督
等
を
受

け
入
れ
た
民
泊
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
な
ど
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

大
会
の
盛
り
よ
げ
や
円
滑
な
運
営
を
支

え
ま
し
た
。

県広報t1ろま 2000.12・ 1

国
ま
た
、
期
間
中
に
は
、
開
会
式
に
ご

臨
席
さ
れ
た
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は

じ
め
、
紀
宮
さ
ま
、
常
陸
宮
ご
夫
妻
、

寛
仁
親
王
妃
信
子
さ
ま
、
桂
宮
さ
ま
、

高
円
宮
ご
夫
妻
が
ご
来
県
さ
れ
、
各

競
技
会
場
で
選
手
た
ち
の
活
躍
に
温

か
い
拍
手
を
送
ら
れ
た
り
、
ご
視
察
先

で
県
民
の
皆
さ
ん
と
親
し
く
ふ
れ
あ
わ

れ
る
な
ど
、
さ
わ
や
か
な
感
動
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

ボクシング

テニス

総合優勝したハンドボール

なぎなた総合優勝したレスリング

2・ 県広報t1きま 2000.12

総合優勝した柔道
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総合優勝した軟式野球
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優勝された皆さん(敬称略)

12000年とやま国体秋季大会]
陸上競技 成年女子800m 佐々木麗奈

成年女子円盤投 中西美代子

少年男子8110mH 加野 顕

少年男子5000mW 谷井孝行

成年男子走り高跳び 君野貴弘

少年女子A三段跳び 王 迫

成年男子 富山選抜

成年男子 富山選飯

成年女子 ゴールドウイン

少年女子 石動高校

成年男子フェザ一級 大谷栄二郎

成年男子9人制 北陸電力

一

一

力

ス

ケ

ツ

ニ

ツ

サ

テ

ホ

き
ら
り
ん
び
っ
く
富
山

大
き
く
広
が
っ
た
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
輸

..--_， ...一一一一一."...
選手宣醤をする加門智樹選手(右)

と飯野伸代選手 (左)

優勝された皆さん(敬称略)

[きうりんびっく富山]

山崎守 走幅跳、100m

加門智樹 自由形(50m)、バタフライ (50m)

堀田英雄 卓球、走高跳

曳田幸伸 ソフトボール挽げ、卓球

加蔽幸治 自由形(100m)

点字体験コーナーや福祉施設の手作り作

品の展示コーナーなどが各会場に設けら

れた「ふれあい広場J

富山駅や空港でボランティアの皆さんによ

る温かい歓迎

ウエイトリフテインク

総合優勝した山岳

成年男子競妓 富山選:ti

成年女子競筏 富山選抜

少年男子新体操 新湊高校

バスケットボール少年女子 龍谷富山高校

成年男子 富山選抜
、.

成年男子クレコローマン5Bkg級西島 隆

成年男子フリースヲイル54kg級戸井田畠教

. ウエイトリフテインク成年男子94kg級スナッチ村田豊高

ハンドポール 少年男子 富山選抜

相撲 成年男子B個人戦 浦山英樹

馬術 成年男子インヲーメディ工イ卜I牧野孝喜

少年スピ ドアンドハンディネス庄司幸寛

成年男子 富山選抜

成年男子 トナミ運輸

成年男子ARP60 毛塚明善

成年男子 富山選抜

成年女子 富山選抜

少年男子縦走 高岡向陵高校

少年男子踏査 高岡向陵高校

少年男子 高岡向陵高校

少年女子縦走 高岡商業高校

少年女子踏査 高岡商業高絞

少年女子 高岡商業高校

少年女子個人戦 浦田由佳子

成年男子組手個人軽量級山本音一郎

成年女子形 駒山恭子

成年男子組手団体 富山選抜

成年男子 富山選鍍

総合優勝した剣道ボクシング

バレーボール

体操

レスりング

車椅子バスケッ トボール

フェンシング

クレー射撃

柔道

バドミントン

ライフル射撃

剣道

山信

陸上競技卓球

水泳

E

，J エチア

ハンドボール役

立三段跳、砲丸投

やり投

自由形(50m)

砲丸投

ソフトボール妓げ

バタフライ (25m)

立幅跳、砲丸妓

砲丸投

自由形(25m)、自由形(50m)

自由形(25m)、平泳ぎ(25m)

斎木弘志

中西敏1尊

原因稔

沖田健

高総忠春

原田公久

古川義昭

古井良洋

一村博彦

兜屋実

宮崎明美

閉会式で感動を分かちあう選手と

きらりんメイト

自由形(50m)、自由形(25m)

自由形(25m)、自由形(50m)

60m 

自由形(25m)、背泳ぎ(25m)

ソフトボール俊、 60m

ハンドポール伎、やり投

自由形(25m)、背泳ぎ(25m)

BOOm 

自由形(25m)、自由形(50m)

スラロームE

米田純子

稲場志津香

清水真理

中尾香

飯野伸代

神初京子

大杉小夜子

柳瀬美子

渡遁武子

飯原琴子
大漁なべで選手や監督に温かいおもて

なしをするボランティアの皆さん

お三宅ど ~J 
: ~ 叫 咽 '-(J川

県内18市町で実施された民泊「ガン
バッ亭J。約8，800人の選手・監督を
一般家庭や公民館などで受け入れ、

温かいもてなしゃ選手たちとの交流が
見られた

総合優勝したホッケー

インターネットによる12000年とやま

国体応援ニュース」づくりのため、

小中学生が選手・監督やボランティ

アの皆さんに突撃インタビ‘ュー

川
Jヱチ
道
一

手

ア

空

銃剣道

グランドソフトボール

「2
0
0
0年
と
や
ま
国
体
」
の
感

動
も
さ
め
や
ら
ぬ
な
か
、
十
月
二
十
八

日
と
二
十
九
日
の
両
目
、
富
山
市
を

会
場
に
第
三
十
六
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
き
ら
り
ん
び
っ
く

富
山
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

L
皇
太
子
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
百
五
十
七
人
の
本

県
選
手
団
を
は
じ
め
、
全
国
の
選
手
・

役
員
ら
約
二
千
三
百
人
が
勢
ぞ
ろ
い
。

式
典
演
技
で
は
、
盲
学
校
や
ろ
う
学

校
、
養
護
学
校
の
生
徒
な
ど
に
よ
る
演

奏
や
集
団
演
技
が
行
わ
れ
、
新
世
紀
の

夢
を
い
き
い
き
と
表
現
し
ま
し
た
。

ー
競
技
は
、
四
つ
の
個
人
競
技
と
、
三

つ
の
団
体
競
技
が
行
わ
れ
、
各
会
場

で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
障
害
を
乗
り
越
え
て
、
競
技
に
ひ

た
む
き
に
取
り
組
む
姿
は
、
応
援
す
る

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
胸
を
熱
く
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

口
ま
た
、
「
き
ら
り
ん
メ
イ
卜
」
や
「
き
ら

り
ん
ハ
ー
テ
イ
」
な
ど
約
五
千
四
百
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
大
会
を

支
え
る
と
と
も
に
、
「
応
援
サ
ポ
ー
タ

|
」
な
ど
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
温

か
い
声
援
で
大
会
を
盛
り
上
げ
る
な

ど
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
大
き

く
広
が
り
ま
し
た
。

天
皇
杯
・
皇
后
杯
の
展
示
と
2
0
0
0

年
国
体
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
ビ
デ
オ
の
放

映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所
・
県
庁
正
面
玄
関

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー

期
間
・
十
二
月
二
十
三
日
(金
)
ま
で

※
土
・日
・
祝
日
は
除
く

県広報と哲彦 2000.12・ 3競妓写真提供/北日本新聞社

4・ 県広報と世ま 2000.12



みんなで創ろう新世紀の富山県特集

l特集
元
気
で
創
造
性
豊
か
な
人
づ
く
り

(
1
)
県
民
活
力
の
発
揮

・
少
子
化
対
策
の
推
進
や
交
流
人
口
の
拡
大

.
若
者
が
定
着
、
交
流
し
地
域
づ
く
り
に

活
躍
す
る
社
会
の
実
現

・
活
力
あ
る
明
る
い
長
寿
社
会
の
実
現

.
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
(
仮
称
)
に

よ
る
男
女
が
と
も
に
活
躍
す
る
社
会

の
実
現

-
N
P
0
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

(
2
)
健
康
前
つ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

.
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

・
国
体
の
成
果
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
高
齢
化
等
に
よ
る
疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
た
予
防

対
策
の
充
実

・
適
切
で
質
の
高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
充
実

(
3
)
教
育
の
充
実
・
生
涯
学
習
の
推
進

・
元
気
で
心
豊
か
芯
子
ど
も
の
育
成

・
創
造
性
と
社
会
性
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進

.
生
涯
学
習
校
(
仮
称
)
の
設
置

・
時
代
の
変
化
に
即
し
た
高
等
教
育
の
充
実

・
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
生
涯
学
習
の
推
進

(
4
)
科
学
と
文
化
の
振
興

・
科
学
技
術
の
振
興
、
科
学
技
術
を
担
う
人
材
の
育
成

・
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
保
存
と
継
承
、
こ
れ
ら
を
活
か

し
た
人
を
ひ
き
つ
け
る
文
化
や
ふ
る
さ
と
づ
く
り

・
芸
術
・
文
化
の
振
興
、
交
流
の
推
進

(
5
)
心
豊
か
な
社
会
の
実
現

・
余
暇
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

・
親
切
で
、
郷
土
を
愛
す
る
心
ふ
れ
あ
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推
進

.
人
権
や
命
を
尊
重
す
る
社
会
の
確
立

県では今、平成13年度(2001年度)を巾摺譲瑠lbt，総合酎画の策定に取り
組んでいます。との総合計画は、皆さんZともに県づく町雫取り組むための県民共通
の目標であり、21世紀初頭の県政運営の基本方針となるものです。

これまで、県内各界の代表者や学識経験者等かうなる県総合開発審議会での議論を

はじめ、県民の皆さんから幅広いご意見、ご提案をお聞きしながう策定作業を進めて

きましたが、このたび、県総合開発審議会かう中間報告が出されました。

県では、この中間報告について、県民の皆さんかうご意見、ご提案をいただき、より

よい総合計画となるようさうに努力していきたいと考えています。

8ページの「知事への手紙」により、ご意見、ご提案をお寄せください。

安
全
・
安
心
で
快
適
な
暮
5
し
づ
く
り

(
1
)
地
域
総
合
福
祉
の
推
進

福
祉
を
担
う
人
材
の
d
同
成

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
な
ど
に

よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

・
障
害
者
福
祉
の
充
実
、
生
活
保
護
な
ど

の
福
祉
の
充
実

(
2
)
安
全
な
暮
う
し
の
確
保

.
地
域
防
災
体
制
の
整
備

.
消
費
者
保
護
対
策
の
推
進

・
食
品
の
安
全
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保

.
交
通
安
全
や
防
犯
対
策
の
推
進

(
3
)
快
適
な
生
活
の
実
現

・
地
域
社
会
活
動
の
活
性
化
な
ど
温
か
い
地
域
社
会
の
形
成

.
快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
の
整
備

・
全
県
域
下
水
道
化
の
推
進

(
4
)
交
通
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
の
広
域
高

一週

組
盟
圏
・

速
交
通
体
系
の
整
備

¥fur
-m
一錨一
民
爾
姐
園

公
共
交
通
機
関
の
維
持
活
性
化
二

十

吋

議

ど
の
地
域
交
通
体
系
の
整
備

--LU
f
恥
悩
都
魁

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
な
ど
人
に
や

一五

語

圏

さ
し
く
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
施
策

一書

臨

園

の
推
進

-J
臨
圃
・
E
圃

(
5
)
高
度
情
報
社
会
の
実
現

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
県
民
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上

・
教
育
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
や
産
業
芯
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用

・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、

C
A
T
V
な
ど
の
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

時
代
の
変
化

二
十

一
世
紀
を
迎
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情
報
化
、

少
子
・
高
齢
化
な
ど
、
時
代
は
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
わ
が
国
の
社
会
、
経
済
、
行
政
の
シ
ス
テ
ム
は
大
き

な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代

.
高
度
情
報
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代

.
環
境
の
時
代

・
知
恵
と
技
術
の
時
代

・
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
時
代

.
個
性
化
、
地
方
分
権
の
時
代

県広報と廿ま 2000.12・ 5

県
"
つ
く
り
の
目
標

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
捉
え
、
世
界
の
中
、
日
本

の
中
の
富
山
県
と
し
て
、
先
見
性
の
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、

県
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
新
世
紀
の
富
山
県
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

中
間
報
告

T
は
、
計
画
の
名
称
を
冨
晶
山
県
民
新
世
紀
計
画
」

と
し
、

二
十

一
世
紀
に
お
い
て
富
山
県
が
め
ざ
す
べ
き
姿
は
、

「
人
、
地
域
、
産
業
が
元
気
で
自
立
し
、
知
恵
と
技
術
を
活
か
し

て
発
展
す
る
社
会
」、
「
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
の
中
で
、
人
々
が

共
に
支
え
合
う
温
か
い
社
会
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
端
的

に
表
現
す
る
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
案
を

示
し
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
「
水
と
緑
と
い
の
ち
が
輝
く
元
気
と
や
ま
」

・
「
人
と
地
域
が
輝
く
元
気
と
や
ま
の
創
造
」

・
「
人
と
地
域
が
輝
く
し
あ
わ
せ
富
山
の
創
造
」

ま
た
、
ご
う
し
た
目
標
を
実
現
す
る
政
策
の
柱
と
し
て
、

人
材
、
生
活
、
環
境
、
産
業
、
国
際
の
「
五
つ
の
立
県
構
想
」

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
県
に
は
、
豊
か
な
自
然
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
、
多
様

な
文
化
と
産
業
、
勤
勉
で
積
極
進
取
の
県
民
性
な
ど
、
優
れ
た

面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本
県
の
特
長
を
さ
ら

に
伸
ば
し
、
み
ん
な
で
カ
を
合
わ
せ
て
、

一
層
魅
力
あ
る
県
川
つ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

環
境
と
調
和
し
た
美
し
い
地
域
づ
く
り

(
1
)
豊
か
な
環
境
の
保
全
と
創
造

.
地
球
環
境
保
全
対
策
の
推
進

・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
創
出

・
廃
棄
物
の
減
量
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
循
環
的
な
利
用
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形
成

・
大
気
、
水
、
土
壌
の
汚
染
の
防
止

(
2
)
魅
力
あ
ふ
れ
る
県
土
"
つ
く
り

.
全
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
実
現

・
快
適
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
の
形
成

.
地
域
資
源
と
文
化
を
活
か
し
た
農
山

漁
村
づ
く
り

・
全
県
域
公
園
化
や
水
辺
環
境
の
整
備

な
ど
、
う
る
お
い
あ
る
景
観
づ
く
り

『

・
立
山
地
域
の
保
全
と
活
用

一

(
3
)
花
と
緑
の
県
柿
つ
く
り

一

.
県
民
の
緑
化
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

一

と
自
主
的
な
緑
化
活
動
の
推
進

一

・
花
と
緑
に
ふ
れ
あ
う
場
の
整
備
と
活
用

一

(
4
)
水
・
雪
の
管
理
と
活
用

.

・
上
流
か
う
下
流
、
海
に
至
る
ま
で
の
流
域
全
体
の
水
の
総
合

的
管
理
と
利
用

・
雪
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
雪
国
文
化
の
創
造

.
水
博
物
館
構
想
の
推
進

(
5
)
富
山
湾
・
海
洋
の
利
用

・
海
洋
・
沿
岸
域
の
保
全
と
利
活
用

・
深
層
水
の
活
用
と
海
洋
研
究
の
推
進

日
本
海
ミ
ユ
|
ジ
ア
ム
構
想
の
推
進
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みんなで創ろう新世紀の富山県特集

知
恵
と
技
術
が
活
き
る
産
業
"
つ
く
り

(1)
新
時
代
の
産
業
展
開

・
情
報
通
信
、
バ
イ
オ
、
深
層
水
な
ど
の

成
長
産
業
、
福
祉
、
環
境
な
ど
の
新
産

業
の
振
興

・
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
の

推
進
と
高
度
情
報
化
へ
の
対
応

・
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
企
業
立
地
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

・
人
材
の
育
成
や
経
営
基
盤
の
強
化
な

ど
、
中
小
企
業
の
振
興

(2)
農
林
水
産
業
の
振
興

・
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
安
心
で
新
鮮
な
農
林
水
産
物
の

生
産
と
供
給

・
県
土
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
な
ど
、
多
様
芯
機
能
の
発
揮

を
め
ざ
し
た
森
林
の
整
備

・
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
が
可
能
な
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進

.
担
い
手
の
育
成
確
保
、
新
技
術
の
開
発
と
普
及

(
3
)
工
業
の
振
興

・
産
学
官
共
同
フ
ロ
ジ
工
ク
ト
の
推
進
と
、
企
業
へ
の
技
術
移
転
の
促
進

.
情
報
技
術
の
活
用
な
ど
企
業
の
情
報
化
の
推
進

・
デ
ザ
イ
ン
開
発
力
の
強
化

・
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
場
産
業
等
の
振
興

(4)
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
観
光
の
振
興

・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、
魅
力
的
芯
街
ぃ
つ
く
り

・
産
業
活
動
や
生
活
を
支
援
す
る
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

・
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
活
か
し
た
観
光
・
交
流
型
産
業
の
振
興

(
5
)
雇
用
と
勤
労
者
福
祉

・
雇
用
の
安
定
と
新
規
雇
用
の
創
出

・
働
く
人
に
応
じ
た
多
様
な
就
業
環
境
の
整
備

・
個
性
と
能
力
を
活
か
す
職
業
能
力
開
発
の
推
進

.
仕
事
と
子
育
て
や
介
護
等
と
の
両
立
支
援

一
人
ひ
と
り
が
、
新
世
紀
の

県
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

新
し
い
総
合
計
画
で
は
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
勤
勉
な
県
民
性
な

ど
、
木
県
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
取

り
組
む
百
m
民
参
加
の
挑
戦
目
標
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
新

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力
的
な
ラ
イ
ブ
ス
タ
イ
ル
や
国
内
外
に
誇
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
県
明
つ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

①健康とスポーツのはつうつ県

県民一人ひとりが、健康づくりやスポ

ーツ活動を実践し、みんなが元気な県

をめざしましょう。

②生涯学習と文化の創造県

生涯学習や文化活動による交流を

通じて、創造性

豊かで文化の香

り高い県をめざ

しましょう。

③子どもと若者のいきいき県

豊かな心とたくましい身

体を持つ子どもたちが育

ち、若者が集い、交流する

活気あふれる県をめざし

ましょう。

④情報とバイオの躍進県

情報、バイオ芯ど新技術が

生まれ、これを活用して産

業が発展し、県民が快適主主

生活をおくることができる

県をめざしましょう。

お
防
剛
↓
固
守
澗
思
l
薄一円

U
Cパ
'
日
獅
淘
・
日
満
料
法
針
。
州
戸
、
汗
mw
日
間
U
F
ハ
河
川
叫
乞
o

(
調
。
〈
こ

3
田
蒲
J
m
・U
S
M
H
細
部
池
L
細
別
輸
社
E
q
)
漢
探
回
蒲
川
町
代
打
・

urJベ
ノ
ハ
獅
凶
市
針
瑚
咋
〈
N
M，

P
J
C
)

環
日
本
海
交
流
の
中
央
拠
点
づ
く
り

の日ワ環力 I(財)豆 援研活県 fij斉展動県 g交交空 三 国外国 ム
確本|日のを環 ーな修動民 交示へ民 通流港 際国際
立海ク本推拠日 誌 ど員へに 国 流商のの 国 ネと、 固 化人感 国
やり海進点本 日 のののよ 際 の談支多 惚 ツ連港 時 をが寛 際
環形諸 と海 本 人受支る 社 推会援様 交 ト携 J弓化 支暮豊 化

Z成房 た書室町援妻美進員 時 ;自室手間お
大 国協 流 成ゃ な の 催 墜 推 のす般 盤 るや人 対
学 際力 の 喜留 国 貢 な 釜 進 整る墨 整 体す材 F
こネ環セ 推 学墜 献 言法 備長備備包囲富

境ン 進 生員 整域成
ぃ 卜 協タ 支 敵 国・圃圃圃圃画量竃狸聾鱒撰溺 備づ

面 l-/官r'J.:'て長孟吾~ .E理聾璽謹醤 8 
ワセコ
アし

す
る

日
本
海
学

ーーーー----------ーーー (。当|い々 )ーーーーーーーーーーーーー・・・

山

m
ロ
制
、
/
応
)
中
山
第

δ に7

豊かな自然、水、食材を守り、

育み、さらに活かして、環境

にやさしいライフスタイルと

よ富山ならではの食文化の発展

をめざしましょう。

⑤水と緑と食の快適県

告〈

新
時
代
の
行
政
運
営
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住
民
と
地
方
が
主
役
の
県
H

つ
く
り

(
1
)
県
民
が
主
役
の
県
政
の
推
進

行
政
評
価
制
度
の
導
入
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

l
l

・
情
報
公
開
の
推
進

h'ト晶
圃
V
j
k
J

・
行
政
の
意
思
決
定
過
程

湖
伊一刻叫

U
J凶
島
，
k
f
lノ
〉

に
県
民
の
意
見
を
反
映
・
引
が

4
Y一
》
知
通
s
fb

さ
せ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

s
uふ
」
寸
7

/

卜
叶
引
一

メ

ン

ト

の

導

入

【

)

同

星

通

.

.

 、
¥
寸
ノ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
P
o

，!有、
白・-vf¥〈

等
の
公
的
部
門
に
お
け
る
活

a
理
パ
¥
〈

動
の
促
進

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

C
A
T
V
芯
ど
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
積
極
的
な
情
報
提
供
の
推
進

(
2
)
地
方
集
権
(
地
方
分
権
)
と
広
域
行
政
の
推
進

.
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上

・
国
か
ら
の
財
源
の
移
譲
や
一
般
財
源
の
確
保

多
様
な
分
野
で
独
自
性
を
発
揮
す
る
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
め
ざ

す
県
づ
く
り

・
市
町
村
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業
へ
の
支
援

県
と
市
町
村
と
の
適
切
な
機
能
分
担
と
協
力
関
係
の
確
立

・
市
町
村
合
併
に
関
す
る
市
町
村
の
自
主
的
、
主
体
的
な
取
組
み

へ
の
支
援

・
県
境
を
超
え
た
広
域
連
携
の
推
進

(
3
)
行
財
政
改
革
の
推
進

財
政
の
健
全
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し

限
う
れ
た
財
源
と
人
員
の
効
果
的
配
分

・
組
織
機
構
・
外
郭
団
体
の
見
直
し
、
職
員
定
数
の
削
減

.
民
間
委
託
や
民
営
化
の
推
進
、
楽
P
F
|
手
法
の
活
用

※

P
F
l
 

公
共
施
設
等
の
建
設
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
や
経
営
能
力
な
ど
を
活
用
し
て
行

う
新
し
い
手
法
の
こ
と
。

8

0

 

(
山
引
い
当
。

fヨ、コ
号く
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情不のみう晴報
金山康喜展一青のリリシズム

[12ハ 7(日)まで]
やすき

富山県ゆかりの洋画家、金山康喜のブルーを

主調色とした哀感の漂う作晶約100点を展
示しています。

一般900円/高・大650円/小・中 450円

~1?: 00 
曜(1/8は開館)・祝日の翌日(12/24は
、 12/28~1 /4

常設展示観覧料

一般 200円高・大 160円小・中 100円

展示館常設展示

立山における人と自然のか力わりについて、ジオ

ラマ判央像など、資料を用いて解説しています。

遁望館(映像ホール)

{新立山霊奈羅絵図Jと[風一立山1995Jを上映しています。
上映時刻

10:00、11:00、13:00、14・00、15:00

~17 : 00 

曜 (1/81ま開館)・祝日の翌日 (12/24は開
、 12/26~1 /4 、 まんだら遊苑121 1 ~3/31 
展示館一般300円高・大240円小・中 150円
這望館一般100円高・大 80円小・中 50円

パソコンで年賀状
[12/28(木)まで]参加費100円
世界に1枚しかないオIjジナルの年賀状を作
りましょう。

クリスマスゲーム大会
[12/24(日)]
1 2 :30~ 1 3:30 、 14 : 30~ 1 5 : 30 
クりスマスにち芯んだ「歌遊びJrゲームJli
「人形劇」芯どを行います。 1理

9:30~17:00 

⑬火曜・第4水曜・祝日の翌日(12/24は開
館)、12125、12/29-1/3 到岡 。話示館 至富山

入館無料 | 歪'1哨 C畑山ランド

.県立大学

GS. 
・珊境科学
セJター

企画展示「干支にちなんだ植物展J
[1ハ O(水)まで]
今年の干支「辰」、来年の干支「巳」にち花よんだ
植物を展示しています。

講座・講習会「植物染め講習会J
[1/13 (土).14(日) 1 0: 00-1 6: 00] 
ベニバナの花を使って絹ハンカチを染めます。

要申込材料費1，000円各自24名 I ~ 弘、生
1."ボレ 可9:00~16 : 30 

⑮木曜・祝日の翌日(12/24は開館)、121281盟通附
~1 /4 

一般 600円小・中 300円

新年イベン卜の開催
(117(日)、8日(祝)] 
特別健康プログラム、新年大抽選会、新世紀

初春コンサート芯ど行います。

曜(1/8は開館)、 119
スタシ7ム 10 : 00~22・ 00 (日・祝は19:00まで、 -
12/31は22:00まで )乱-
1日1，800円/3時間 1，500円/2時間 1，000円 |空港
生命科学館(展示場)9:30-17:00 200円
屋外健康づくり施設 9:30-17・00 無料
※小・中学生は半額、幼児は無料です。

富山県青少年伝統芸能フ工スティJ¥)レ
ーとやま21世紀の幕開け一
(118 (祝) 1 3 : 00~ ] 

県内の邦楽、詩吟-剣詩舞、民謡民舞、日本

舞踊の協会、連盟等の青少年による共演です。

500円 (前売・当日とも)全席自由

10・ 県広報と哲彦 2000.12

神
通
川

館蔵晶展
[1/5 (金)~2/ 1 8(日 )] 
日頃公開することの少ない陶芸・金工漆芸
芯どの収蔵作品約60点在展示します。
一般300円/高・大200円/小・中 150円

写真展「自然かう学ぶJ
[12パ3(水)-12/26(火)] 
県内生物教育者が見つけた自然現象の不思
議を紹介します。 写真展のみの観覧は無料

常設展示
立山カルデラの自然や立山カルデラと人の
かかわりを、ジオラマや映像など資料を用い|歪富山
て解説しています。
一般400円/高・大320円/小・中 200円

9:30~17 : 00 

⑭月曜 (118は開館)・祝日の翌日 (12/24は|宝卦喧
開館)、 12/28~1 /4

第2回冬鳥観察会
[12/24(日)9:00-13:00] 
渡白鳥の観察をし、ナチユラリストから冬鳥
についての話を聞きます。
参加費600円(昼食代含む)申込は12/15まで

第16回左義長祭り
[1ハ4(日)11 :00-15:00] 

入国自由 帆船海王丸は9:30~16 : 00
⑮ 円曜(1/8は乗船可能)・祝日の翌日 (12/24
は乗船可能)、 12/29~1 /3
一般400円小・中 200円

f舞台芸術・芸能一発見ライブinORBISJ 
音を遊ぶっておもしろい!
[12/22 (金) 18:30-] 
EPOを迎え、クリスマスソングを中心に、魅力
いっぱい庄療しいステージ、を繰り広げます。

出演IEPO(歌)、渡辺亮 (Jてーカッション)
笹子重治(ギター)

曲目(予定)1聖母マリアの子守歌
マリアのひざに眠るこの子は
12月の工イブりルフール他

3，000円(前売・当日とも)全席自由

米良美一カウンターテナーリサイタル
[1ハO(水) 1 9: 00~ ] 
映画「もののけ姫Jの主題歌を歌った米良美
ーが美しい歌声を披露します。

一般4，000円(当日4，500円)全席指定

第13回新春フ工スティJ¥Jレ
[1ハ3(土)、 14(日)] 11 南側.
高岡文化ホールで開講している文化教室が11.-1- 高岡崎
舞台公演やお茶会・華道展・書道展・押花展な1I消間署 酬館
どを開催します。 II~
舞台公演 1 ， 000円 、 お茶会500円 、 呈茶券200円 Ir ~:1lI

鵬購輔麟

新しい県づくりへのご意見・ご提案をお寄せください。

ご意見・ご提案は、下の封筒(切手不要)をご利用ください。

はがきや封筒、ファクシミリ、電子メールでも受け付けています。

中間報告の全文のほか、県総合開発審議会での検討状況などは、

県のホームページでもと覧になれます。

ホームページアドレス

http://www.pref.toyama.jp/sections/1012/opinion.htm 

いただいたご意見・ご提案については、 十分検討のうえ、計画策定

に反映させていただきます。

また、 総合計画に対するご意見等のほかでも、その他のプランや

県政一般に関すること、何でも結構です。日頃の感想やご意見-

ご提案をお寄せください。

手。

-郵送の場合

干930・8501(住所記載不要)

富山県計画課総合計画班

聞ファクシミリの場合

076(444)4561 向上

.インターネットの場合

Eメール opinion@pref.toyama.jp 

締切は平成13年1月31日(水)です。

-問合せは、県庁計画課総合計画班まで
n 076 (444) 9609 
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不動滝と

不動滝の霊水

.井波町

澗
岡
山
市
周
作
古
川
宵

清
列
な
水
音
が

信
仰
の
里
に
響
く
。

八
乙
女
山
・
閑
乗
寺
県
定
公
園
を
通
る
林
道
赤

祖
父
線
か
ら
車
を
降
り
て
山
の
な
か
へ
入
っ
て

い
く
。
や
が
て
激
し
い
滝
の
音
が
聞
こ
え
始
め
、

コ
ナ
ラ
が
繁
る
岩
間
に
滝
が
そ
の
姿
を
現
す
。

ザ
ザ
ザ
ザ
!
。
水
は
切
り
立
っ
た
崖
に
ぶ
つ
か

り
、
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
滝
壷
に
流
れ
込
む
。
落

差
四
十
メ
ー
ト
ル
。
一

筋
に
落
下
す
る
直
濠
型

の
滝
だ
が
、
こ
の
地
の
人
々
は
そ
こ
に
白
い
布

に
包
ま
れ
た
不
動
明
王
の
姿
を
見
た
。
そ
れ
が

不
動
滝
の
名
の
由
来
と
い
わ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
岩
山
を
ひ
と
つ
隔
て
て
林
道
沿
い
に
、

岩
清
水
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
。
年
間
を
通
し
て

せ
い
れ
つ

十

一
度
の
清
測
な
水
は
、
不
動
滝
の
霊
水
と
し

て
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

か
つ
て
、
大
干
ば
つ
が
百
日
間
も
続
き
、
疫
病
が

は
や
っ
た
と
き
、
村
人
た
ち
は
こ
の
水
を
飲
ん

で
救
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
水

を
捧
げ
て
不
動
滝
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
満
願
の
日

の
夕
刻
か
ら
雨
が
降
っ
た
と
の
伝
説
も
あ
る
口

勢
い
よ
く
ほ
と
ば
し
る
水
は
、
長
く
人
々
に
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
。
今
な
お
霊
水
信
仰
は
町

の
人
々
の
心
に
息
づ
き
、
水
を
汲
み
に
来
る
人

が
絶
え
な
い
。

勇
壮
な
自
然
を
敬
い
、
の
ど
を
潤
す
水
に
感
謝

す
る
心
。
信
仰
あ
つ
い
人
々
の
心
に
包
ま
れ
て
、

清
ら
か
に
水
音
が
響
い
て
い
る
。

※
県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
な
ど
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。

昭和10年12月13日(金)

新たなる時代への第一声
ラジオ放送開始
「ジェイ ・オー ・アイ ・ジ一、こちらは富山放送局であります」。

この日、開局した富山放送局から第一声が発せられ、ラジオ放送

が始まった ラジオ放送は、 1925(大正14)年3月に東京放送局

が開局し、 7月に本放送を開始。同時性、広域性、普遍性の特性

をもっラジオは、情報伝達の手段として、次第に新聞に次ぐ大き

な役割を占めるようになる。県内でも富山放送局設置の要望が

高まり、全国27番目の放送局として開

局。乙の日は全国に向けて中継放送さ

れ、越中おわら節や麦屋節などが紹介

された v その後、ラジオは急速に普及

し、昭和10年の普及率11.9%が、昭和

19年には50.5%にまで、になった。ラジオ

は、文化 ・教養の向上のほか、地方文

化の発掘や紹介、災害時での情報伝達

などで重要な役割を果たすことになる。

と193ラ

県広報とやまの各世帯配布版は、新聞折込で各家庭に

お届けします。通常版は、県の各施設、市町村役場、図

書館、文化ホール、公共温泉施設、主なショッピングセン

タ一、 JR駅などで無料配布するほか、郵送による定期

購読も受け付けています。

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読回数(通常版の回

数)を明記し、郵送料として 1回当たり 160円分の切

手を同封のうえお申し込みください。

あて先 干930-8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやまJ定期購読係

とやまの情報お伝えします![県政番組などのご案内]

こんにちは富山県です北日本放送テレビ
毎週日曜日:00-11:30

富山テレビ
毎週日曜 9:00-9:30

チューリップテレビ
第4日曜 10:00-1 0: 52 

FMとやま
毎週月曜~木曜 11:30-11 :40 
毎週土曜 1 1 : 30-1 1 : 55 

E新聞広報「県かうのお知5せJ12月30日に掲載
・富山県ホームページ http://www.pref.toyama.jp/ 

とやま超発見!

フォーカス・イン2

富山見たモン勝ち

とやま県聞録
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開局当時のNHK富山放送局

巴4完全 本誌防紙100%明生紙を--E三5ミJ使用しています。


